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市民税第1期分の

納期は7月15日か

ら31日までです。

納税組合にか入

〔結成)して納付

すると気楽K納め

るとこができます
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手洗いを励行しまし ょう

日月まで「全市民手洗い励行運動Jを実施

ヰ1です。各家庭に千洗い器を備えて、千-

説月 国 E 
分民六

主主霊月平
つ月持 分金
て末険は m

界考努苦 訴
すに凶 n 険
る 国、宅 料

宅居宅 1;:四
に金六 1 

るまさ な な
よす いい つ
うか 。か て
にらまたい
いでとはま
たきめ早空
しるるめご
まだと件ま
しけ多納だ
毎額 め納
ぅ月仁 て;位
。革内 7J: く、 干し
め りだい

子手京高率宅空与襲名警松原浄港に防波堤
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写
真
は
立
派
に
で
き
た
防
波
堤

日.
。か
わ
い
い
お
子
さ
ん
を
@
@
@
・
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.@@
・
小
児
マ
ヒ
か
ら
防
ぎ
ま
し
ょ
う
・
，
.

芸
し
三
百
あ
ま

下抗

-vy、lw
μ
J
U

工.

-
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど

J、

今
年
も
小
川
マ
ヒ

の
流
行
期
に
入
り
た
び
た
び

の
集

M
発
生
の
エ
ュ

l
ス
に
治
母
線
方
を
恐
れ

さ
せ
て

い
ま
す
が
、

小
児

マ
ヒ

の
実
態
を
知

っ
て
適
切
な
予
防
を
行
在

い
ま

し
ょ
う
。

川
症

状

川

小
児
マ
ヒ
は
感
染
し
て
も
不

顕
位
感
染
と
い
っ
て
発
病
せ
ず

に
終
る
場
合
が
多
い
の
で
す
か

不
幸
に
し
て
発
病
し
た
場
合
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
実
す
と
、

健
康
人
が
病
原
菌
を
う
け
て
発

病
す
る
ま
で
の
潜
伏
期
は
大
体

一
週
間
ぐ
ら
い
で
発
病
初
期
の

病
状
は
風
邪
の
よ
う
な
症
状
と
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今

校
舎
新
築
の
補
助
き
ま
る

市
道
の
改
良
工
事
も
認
可

一
大

村

市

長

• 
中

央

で

折

衝

洗いを実行して伝染病を追放しましょう

~ 

大
村
市
長
は
六
月
十
日
上
京
し
全
国
市
長
会
へ

出
席
、
そ
の
あ
と
学
校
建
設
、

1公

公

~ 

病
院
増
築
、
都
市
計
画
事
業
認
定
等
の
折
衝
を
終
え
、
帰
途
、
火
力
発
電
所
灰

捨
場
の
漁
業
補
償
問
題
で
福
岡
市
に
立
寄
り
六
月
二
十
七
日
帰
任
し
ま
し
た
。

公τ年

公

1な

に
語
り
ま

し
た
。

帰
任
し
た
大
村
市
長
は
上
京
中
折
衝
し
た
お
も
な
事
柄
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
よ
う

-{'I カ

(
庶
務
課
)

0
・:申
央
小
学
校
、
西
大
村
中
一
十
床
分
増
築
の
計
画
で
い
る
が
、一

片
町
線
の
補
装
工
事
費
六
百
七
十
一対
す
る
大
村
市
漁
協
松
原
地
区
の

学
校
、
三
浦
幼
稚
園
、
箕
島
へ
き
一
厚
生
省
に
厚
生
年
金
千
二
百
一
円
円
一
五
万
円
、
藤
の
川
排
水
路
工
事
費
一漁
業
補
償
に
つ
い
て
は
二
十
六
日

地
集
会
室
、
鈴
田
体
育
館
の
新
築
一
を
借
り
る
よ
う
申
し
込
み
を
し
た
一
三
百
万
円
は
本
年
度
当
初
予
算
じ
一
福
岡
市
に
立
寄
り
、
話
レ
合
っ
た

工
事
は
補
助
が
決
J

止
し
た
の
で
、
一

0
・
:
都
市
計
画
事
業
は
本
年
度
一
計
上
し
て
お
り
、
建
設
省
の
許
可
一結
果
、
解
決
レ
、
二
十
七
日
仮
調

本
年
度
施
工
で
き
る
こ
と
と
な
っ

一予
定
し
て
い
た
う
ち
大
村
公
園
の
一
が
あ
っ
た
の
で
着
工
で
き
る
こ
と
一印
し
三
十
日
に
大
村
で
ま
調
印
を

た。

一
整
備
を
除
い
て
舎
一
部
認
め
ら
れ
た
一と
な
っ
た
υ

一終
っ
た
。

0
・
:
市
立
病
院
は
病
床
が
不
足
一市
道
大
村
駅
前
線
を
凶
道
に
通
ず
一

0
・:
大
村
火
力
発
暗
所
の
第
-
三

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
の
で
、
五

一
る
改
良
工
事
費
一
千
三
百
万
円
灰
捨
場
二
十
万
平
万
メ
ー
ト
ル
に
一

胃
腸
附
害
の
病
状
に
似
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
体
が
だ
る
い

発
熱
、
頭
捕
、
の
ど
が
痛
い、

は
き
け
、
食
欲
が
な
い
、
下
痢

等
で
小
児
マ
ヒ
特
有
の
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
の
よ
う
な
症

状
は
ニ
J
三
日
で
消
失
し
、
そ

の
中
の
一
部
の
人
が
ニ
J
三
日

の
無
症
状
の
後
、
急
激
じ
発
熱
、

頭
痛
、

は
ぎ
り
、

首
・
背
中

・

手
足
の
痛
み
、

硬
直
等
が
現
む

れ
て
マ
ヒ
に
進
ん
で
い
き
ま
す

マ
ヒ
す
る
の
は
身
体
の
中
で

手
足
が
も
っ
と
も
多
く
、
而
足

が
マ
ヒ
ず
る
場
合
と
、
片
足
だ

け
の
場
合
が
あ
り
、
ま
た
片
方

の
手
と
足
が
マ
ヒ
す
る
乙
と
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
烹
れ
じ
は

軍
一息
状
態
に
陥
る
乙
と
も
あ
り

人
工
呼
肢
を
持
続
的
に
行
な
う

鉄
の
肺
が
必
要
に
な
っ
て
来
る

の
で
す
。

川
発

生

状

況

川

小
児
マ
ヒ
は
、
昨
年
以
来
急

激
に
ふ
え
、
卒
年
の
二
倍
以
上

に
な
り
、
全
国
で
五
千
六
百
人

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

患
者
を
伝
令
別
に
見
ま
す
と

三
才
以
下
が
大
部
分
で
、
約
八

O
%
ぞ
占
め
て
お
り
ま
す
が
、

ま
れ
に
商
い
年
令
層
の
人
が
発

病
司
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

性
別
で
は
男
女
と
も
大
差
は

認
め
ら
れ
ず
、
季
節
的
に
は
七

!
八
月
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す。

住
所
を
移
転
さ
れ
た
ら

…
録
…

一
政
【
品
一

1

・

一
ド
E
叩
七
月
一
日
は
一
バ
イ
ク
等
の
免
許
受
験
申
請
、
転

γ;い
住
民
登
録
法
施
ナ
入
、
転
居
、
同
居
、
扶
養
な
ど
の

行
九
周
年
記
念
日
で
し
た
。
一
官
録
一一諸
証
明
が
で
き
る
の
で
す
。
J
J
K

一た

が
す
ん
で
い
な
い
か
た
は
あ
り
ま
一

せ
ん
か
。

一

将

来

は
選
挙
権
、
被
選
挙
梢
の
有

転
入
さ
れ
た
り
、
転
居
、
世
情

一無
も
住
民
登
録
待
に
よ
る
乙
ど
が

主
死
亡
の
場
合
な
ど
は
十
四
日
以
ア

1

'

一才J
想
さ
れ
ま
す

内
に
弔
民
税
ま
た
出
張
附
で
手
続

一

き
を
し
℃
く
だ
さ
い
。

住
民
登
録
を
す
る
乙
と
に
よ
っ

て
入
学
、
印
鑑
登
録
印
摘
、
証
明
、

不
動
産
の
売
買
設
記
.
自
動
山中
、

日
日
以
内
に
届
出
を

ま
だ
手
続
き
が
す
ん
で
お
-
り
れ

な
い
か
た
は
い
ま
す
ぐ
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

(市
民
叫
)

川
病

原

体

川

小
児
マ
ヒ
の
病
源
体
は
、
ビ

ー
ル
ス
で
、
こ
れ
は
化
学
薬
品

に
対
し
て
は
比
較
的
に
強
く
‘

乾
燥
に
は
弱
い
乙
と
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
熱
に
は
六
十
度
以

上
で
急
速
に
死
滅
し
ま
す
。
水

分
お
よ
ひ
低
温
に
は
強
く
零
下

二
十
度

t
七
十
度
で
も
、
長
年

月
に
わ
た
っ
て
生
存
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
便
じ
含
ま
れ
た
ビ

ー
ル
ス
券
乾
燥
レ
な
い
よ
う
な

状
態
で
適
温
に
お
い
て
お
げ
ば

数
カ
月
間
も
生
き
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

川
伝

染

経

路

川
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山
者
の
挺
似
や
咳
淡
と
い
っ

し
ょ
に
排
出
さ
れ
た
ビ
ー
ル
ス

は
、
は
え
、
ゴ
キ
ブ
リ
(
あ
ぶ

ら
虫
)
手
、
水
、
ド
水
等
に
よ

っ
て
浬
ば
れ
、
胞
膜
人
の
口
、

腸
を
通
じ
て
全
身
の
血
液
の
中

に
侵
入
し
ま
す
。

川
予

防

法

山

①
予
防
接
種
(予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
)
を
受
げ
ま
し
ょ
う

①
熱
の
あ
る
人
に
は
子
供
を

近
づ
け
な
い。

③
夏
に
は
子
供
を
過
労
、
遊

び
過
ぎ
等
で
抵
抗
力
の
弱
ま
る

機
会
を
作
ら
な
い
。

④
流
行
制
に
は
の
ど
、
併
の

手
術
は
延
期
す
る。

①
は
え
、
ゴ
キ
ブ
リ
(
あ
ぶ

ら
虫
)
の
駅
除
お
よ
び
便
川
な

ど
い
ゴ
タ
タ
す
る。

⑥
食
則、

調
理
削
、
用
促
後

外
出
か

phmっ
た
時
な
ど
手
洗

い
を
励
行
す
る
。

⑦
か
ぜ
を
粧
く
考
え
な
い
。

⑥
生
水
、
生
物
、
暴
飲
暴
食

を
つ
つ
し
む
。

①
汚
い
川
、

池
じ
水
路
を
し

な
い
。な
お
、
小
児
マ
ヒ
が
伝
染
力

を
持
つ
の
は
発
病
初
期
だ
り
で

小
児
マ
ヒ
の
不
自
由
児
が
感
染

源
と
な
る
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
誤
断
の
た
め
不
自
由
児

を
敬
遠
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す。(保
険
制
庄
課
)

持清
【夏の健康を守る運動】

rl>なた『本な -̂h白よAでないで

'Jlしは τつどっτよJ

保潔体
育
指
導
委
員
と
い
う
の
は
、
一
郷
前
舟
津
)
ム
佐
竹
茂
(
武
部
郷

な
に
か
運
動
鋭
技
選
手
の
指
導
者
一
一
栄
町
)
ム
三
原
弁
治

(
大
入
町
)

の
よ
う
に
聞
え
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
一
ム
一
ノ
瀬
渡
(
池
田
郷
)
ム
永
田

ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
一
雅
子
(
池
田
郷
)
ム
杉
田
ユ
イ
(
乾

指
導
、
助
言
を
す
弓
の
が
任
務
で
士
馬
場
郷
)
ム
貞
松
伝
治
(
水
主

す
か
ら
、
町
内
ま
た
仏
公
民
舘
、
一
十
町
)
ム
指
万
誠

(久
原
郷
)
ム
深

子
供
会
、
青
年
間
等
で
の
ピ
ン
ポ
士
堀
富
栄
(
田
ノ
卒
)
ム
千
国
軍
朗

ン
大
会
、
剣
逼
大
会
、
民
謡
、

フ
一
(
杭
出
津
四
医
)
ム
松
田
勝
男

リ
l
テ
ニ
ス
大
会
ゼ
あ
A
U

い
は
キ
丈
原

μ
住
宅
)
ム
前
回
昭
雄
(
大
入

ャ
ン
プ
大
会
の
計
画
、
運
営
、
指
一町
)
ム
森
川
節
次
(岩
松
郷
)
ム

導
等
に
凶
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
一岩
永
正
敏
(
今
宮
郷
)
ム
叩向山
中

ご
速
胤
な
く
も
よ
り
の
指
導
委
員
一
一
一

(
辻
回
町
)

(教
育
要
員
会
)

に
中
市
て
く
だ
さ
い
。

一

委
員
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

γ

(
敬
称
略
)

八

υ
比
勝
実

(結
松
蝉
)
ム
松
尾
寅

雄

(鬼
川
町
)
ハ一一
与
川
崎
市
(
久
原

lottPl 
曹'5""参
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【
危
険
防
止
】

(三)

川
農
薬
じ
よ
る
危
害
に
つ
い
て

注
意
し
、
散
布
の
水
田
や
河
川

で
は
遊
ば
ゼ
は
い
。

山
山
堤
弘
ど
U
T
校
で
き
め
て
い
な

い
場
所
で
は
水
遊
び
さ
せ
な
い

仰
水
中
鉄
砲
身
使
つ
て
の
遊
ひ

を
や
め
さ
セ
る
。

小
山
花
火
避
ひ
や
火
薬
剣
は
火
災

を
起
し、

危
隙
で
あ
る
の
で
や

め
さ
せ
る。

制
ボ

l
ト
や
自
転
車
乗
り
は
危

険
な
の
で、

時
や
場
所
を
え
ら

び
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
す
る
乙
と

(才288号)

【
水
遊
び
な
ど
】

川
幼
児
の
木
遊
び
は
保
護
者
が

必
ず
い
っ
し
ょ
に
行
き
目
を
は

な
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

似
大
水
が
で
た
時
ま
た
は
そ
の

よ市政だ

後
魚
釣
り
に
わ
く
よ
う
な
場
合

は
足
場
か
ゆ
る
ん
で
い
る
か
ら

注
意
し
ま
し
ょ
う。

川
近
所
に
危
険
な
池
や、

棒
、

井
.
戸
な
ど
か
め
る
と
こ
ろ
で
は

煩
や
柵
な
ど
房
設
け、

危
険
標

一亦を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

海
水
浴
場
で
は

ω水
に
、
は
入
る
前
に
は
必
ず

準
備
運
動
必
さ
せ
ま
し
ょ
V3

似
体
が
疲
れ
て
い
る
時
、
空
腹

ま
た
は
満
腹
し
て
い
る
時
は
泳

が
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

削
身
体
の
下
部
か
ら
静
か
に
全

身
を
つ
け
て
か
ら
泳
が
せ
ま
し

ょ
v

つ
。

①
泳
ぎ
に
自
信
の
な
い
人
は
泳

ぎ
の
遥
者
な
人
と
い
っ
し
ょ
に

行
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤
船
の
下
を
潜
り
ぬ
げ
る
よ
う

d
a
gA

，尚、
な
乙
と
は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う

⑤
ポ
ー
ト
遊
び
の
際
に
フ
ザ
ケ

た
り
深
み
の
と
こ
ろ
で
、
乙
ぎ

手
の
交
代
を
し
な
い
よ
う
に
さ

せ
ま
し
ょ
う。

①
水
泳
用
背
後
か
長
田
に
押
し

やり
、

水
中
に
引
込
ん
だ
り
、

い
た
ず
ら
脅
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

③
水
泳
中
じ
よ
う
談
じ
も
お
ぼ

れ
た
ま
ね
な
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

①
盗
難
に
か
か
ら
な
い
た
め
必

要
以
外
の
も
の
は
持
た
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う。

⑪
貴
重
品
は
必
ず

一
時
預
り
所

に
預
げ
さ
せ
ま
し
ょ
う。

じ一一
一一三

夏

休

み

は

健

康

に

水
ゃ
車
の
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
甲
つ

い
よ
い
よ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
一

番
誕
レ
い
夏
休
み
が
七
月
二
十
一
日
か
ら
は
じ
ま
り

ま
す。

子
ど
も
た
ち
は
い
ま
ま
で
の
規
則
正
し
い
学
校
生
活
か
ら
併
放
さ
れ、

不
規
則
な
宣

活
が
っ
つ
き
が
ち
で
す
。
と
く
に
毎
年
、
水
に
よ
る
事
故
が
お
乙
ゥ
て
い
ま
す
の
で
、

水
祢

な
ど
に
対
す
る
注
意
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
レ
、

夏
休
み
を
明
る
く
健
原
じ
ず
と
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
つ
ぎ
の
事
柄
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
在
、
市
教
育
委
員
会

で
は
ご
家
庭
、
と
く
に
お
か
あ
さ
ん
が
た
に
呼
び
か
げ
て
い
ま
す
。
(市
教
育
委
員
会
)

茶
毒
ガ
市
内
に
多
量
発
生

大村

聖占

合ゃ毒鰍

駆

除

は

補

殺

が

効

果

的

{毎月間.10日.ro日発行〉

【
茶
毒
蛾
の
体
型
】

【
発
生
期
と
分
布
】
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訴え討

性
犯
罪
に
は

避
け
て
人
通
り
の
多
い
と
と
ろ

を
通
り
ま
し
ょ
う。

川
日
没
後
の
一
人
歩
き
は
被
害

に
か
か
り
易
い
の
で
絶
対
に
や

め
ま
じ
よ
う。

小川帰
り
が
遅
く
な
っ
た
よ
う
な

と
き
は
、
な
る
べ
く
人
通
り
の

多
い
明
る
い
と
乙
ろ
を
通
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

小
川
最
近
は
十
才
間
後
の
少
年
の

被
害
も
多
い
の
で
、

常
に
学
校

の
帰
り
途
、
遊
び
場
所
、
何
先

な
ど
ぞ
む
つ
も
は
握
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

ω性
問
題
に
つ
い
て
の
言
動
は

慎
み
、
青
少
年
に
刺
獄
存
与
え

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ω屋
外
か
ら
の
ぞ
き
見
さ
れ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う。

川
昼
間
で
も
人
通
り
の
少
な
い

場
所
や
山
道
な
ど
は
な
る
だ
け

水での事故防止

者護保
た

。

一

ぶ
ボ
ー
ド
五
隻
(
一
時
間
五
十
円
)

同
キ
ャ
ン
プ
場
は
市
内
外
の
キ
一
と
の
ほ
か
こ
と
し
は
新
し
く
洗
い

ヤ
ン
パ
ー
た
ち
で
毎
年
に
ぎ
わ
い

一場
、
便
所
、
ご
み
焼
場
者
設
置
し

ま
す
が
、
と
と
し
は
施
設
等
も
充
一
運
動
場
の
西
側
一
帯
に
キ
ャ
ン
プ

実
し
ま
し
た
の
で
、
例
年
に
ま
し
一
で
き
る
よ
う、

雑
木
類
を
切
開
き

て
、
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
が
指
し
め
一
ま
し
た
の
で
、
い
ま
ま
で
六
百
人
一
市
民
み
な
さ
ん
の
ご
理
併
に
よ

る
と
と
で
し
ょ
う
。

一
分
ぐ
ら
い
し
か
張
れ
な
か
っ
た
テ
一

U
、'
市
立
病
院
の
利
用
は
、
逐
年

お
も
な
施
設
は
つ
ぎ
の
と
お
り

一
ン
ト
も
、
千
人
程
度
は
じ
ゅ
う
ぶ
一
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
病
院
で
も

で
す
。

一ん
使
用
で
き
る
乙
と
に
な
り
ま
し
-
市
民
の
医
療
の
万
全
を
期
す
る
た

ム
テ
ン
ト
H
十
二
人
用
H
五
張
り
一
た
。
な
お
n
キ
ャ
ン
プ
場
入
口
の
一
め
内
容
の
充
実
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

(使
用
料
四
百
八
十
円
)
六
人
用
一
田
川
商
庖
に
農
村
公
衆
電
話
(
大
一
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

H
四
十
損
り

(
ニ
百
四
十
円
)
一
村
周
三
七
八
五
番
)
が
取
り
つ
け
一
従
来
、
皮
ふ
科
は
外
科
で
診
療

ム
毛
布
日
百
五
十
二
枚
(
一
ニ
十

一ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
一
を
行
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が、

七

円

)

一

さ
い
。

(
商
工
水
産
課
)

u

一
月
一
日
か
ら
新
た
に
皮
ふ
ひ
段
器

池
田
保
育
所
へ
贈
助
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ひ
ふ
・
ひ
尿
器
科
を
新
設

市
立
病
院
に
七
月
か
ら

科
を
設
け
、
陣
容
を
整
え
市
民
の

要
望
じ
応
え
る
乙
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
ご
利
用
的
樫
お
願
い
い
・た

し
ま
す
。

ま
た
旧
内
科
医
長
東
健
二
郎
氏

ゆ
後
任
と
し
て
尾
崎
修
一
民
が
決

建
し
ま
し
た
。

な
お
、

現
在
の
市
立
病
院
の
診
療

科
目
お
よ
び
担
当
医
師
を
お
知
ら
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〕

O
江

良
栄

一

〔
歯
科
〕

Q
楢
林
正
夫

〔
理
学
診
療
科
〕
本
保
省
一

nhv 

由
民

敬
老
院
へ
贈
物



人
は
右
、
車

は

左

一一一
一一一

一

一

一

一

一

一

交

通

規

則

を

守

っ

て

一

事

故

の

な

い
明

る
い
大
村
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

今
富
郷
、
沖
田
郷

日

萱
一湖

l
荒
糊
郷
、

原
郷
、
宮
一一

3
お

も

な

家

計

収

入

の

種

類

別

一

切
、
田
下
郷
、
申
岳
郷
、
黒
木
一…

お

よ

び

産

業

別

世

帯

数

一

恕

一4
5

昨
年
十
月
一
日
現
在
で
行
な
わ
一
の
五
つ
の
項
目
に
分
け
ま
し
た
。
一

竹

松

H
黒
丸
郷
、

竹
松
郷
、
一

お
も
な
家
計
収
入
別
じ
世
帯
を
一帯
占
め
て
い
る
が
、
今
後
も
家
業

れ
た
附
和
三
十
五
年
国
勢
調
査
は

一

と
と
で
集
計
さ
れ
た
数
字
が
国
一
原
口
川
、
小
路
口
郷
、

富
ノ
原
郷
一
分
類
し
て
み
る
と
、

賃
金
給
与
で

一の
協
同
化
や
法
人
化
に
よ
っ
て、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
も
と
面
倒
を
一が
公
表
す
る
数
字
と
あ
る
い
は
違

一今
棒
銀

一生
活
し
て
い
る
世
帯
が
五
、

九
O一

乙
の
賃
金
給
与
世
帯
の
伸
び
が
予

か
げ
ま
し
た
は
う
に
、
全
国
の
す
ア
つ
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

一

西

大

村

ム

罪
、
並
松
竺
一
で
全
体
の
四
八
・
八
%
の
最
高
一観
さ
れ
る。

一池
田
郷
、
顕
訪
郷
、
東
翻
訪
町、

-

べ
て
の
世
帯
に
つ
い
て
行
な
わ
れ

の
で、

〕
応
制
数
と
し
て
乙
乙
に

一

l

た
も
の
で
す
が
、
国

(総
理
府
統
一お
知
ら
ゼ
い
た
し
ま
す。

一中
顕
訪
問
い
乾
馬
場
川
、
杭
出
津

計
局
)
が
乙
れ
を
集
計
し
て
公
表
一

な
お、

大
字
別
に
調
査
し
た
も
一
郷
、
松
山
郷
、
箕
島
郷

す
る
の
は
大

量

れ

ま
す
の
で
、
一の
な
と、

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
一

大
村
日

西
三
域
内
東
三
城

早
く
筆

者

り
た
い
か
た
の
た
一て
は
企
画
室
じ
賀
県
あ
り
ま
す一

町
、
大
村

(字

1

水
主
町
、
東

め
に
、

弛
区
別
の
俸
計
や
特
別
事
一の
で
と
利
用
く
だ
さ
い
。

一
本
町
、
西
本
町
、
片
町
)
武
部
郷

項
の
集
計
柔

村

市
独
自
で
行
な
一

と
乙
で
用
い
る
地
区
の
範
闘
は
一
徳
泉
川
内
郷
、
玖
島
郷
、
久
原
郷

い
ま
し
た
。

(乙
れ
を
地
方
集
計
一つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一木
君

と
い
い
ま
す
)

一

松

原
H

一ノ
郷、

ラ

郷、

一

鈴
回
目
岩
松
郷、

平
小
川
郷

集
計
の
内
揺
は
め
世
帯
お
よ
び
一三
ノ
郷、

四
ノ
郷、

五
ノ
郷

一陰
袋
、
大
里
郷
¥
中
里
郷

ー

人
口
②
住
宅
③
お
も
な
家
計
一
収
入
一
福
重
H
重
井
田
郷、

立
福
寺

一

三
浦
日

今
村
郷
、
溝
陸
郷

の
種
類
別
お
よ
び
産
業
大
分
類
別

一郷、

野
出
郷、

草
場
郷
、

弥
勤
寺
一日
泊
郷
、

高
川
内
郷
、
祝
崎
郷

世
帯
戦
④
労
働
戸
⑤
就
業
者
数
一
郷
、

矢
上
郷、

皆
同
郷
、

寿
百
郷
一

…1
世
帯
数
お
よ
び
人
口

一

昭
和
J

一
十
年
に
比
し
て
世
帯
数
一は、

逆
じ
自
衛
隊
の
減
少
唱
で
ニ

は
八
・
五
%
(
九
七
七
世
帯
)
増一

・
九
%
(
て
七
六
O
人
)
の
誠

加
し
た
が
.

w
y

面
人
口
に
お
い
て

一少
と
な
っ
て
い
る
d

国?
~_. . 

i合会:

冒周;
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人
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ロ
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一2
住
宅
一

間
和
三
十
年
に
比
し
て
持
家
世

帯
は

一二
四、

借
家
世
帯
は
公
営

住
宅
の
増
加
等
に
よ
っ

て
、
四
四

五
、
給
与
住
宅
世
帯
は
二
八
二
、

間
借
也
帯
は
八
二
世
帯
と
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
表
で

も
わ
か
る
と
お
り
、
間
借
世
帯
は

七
回
三
あ
り
、

少
な
く
と
も
乙
れ

だ
け
は
住
宅
か
不
足
し
て
い
る
こ

-と
を
示
し
て
い
る
ω

主な援計1t.人別也帯去に
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次
に
産
業
別
に
世
帯
を
分
類
す

る
と、

第
三
次
産
業
川
帯
が
全
体

の
五
五
・
七
%
の
半
数
以
上
を
占

め
、
つ
い
で
第

一
次
産
業
二
四
・

(主芳別世帯揚民)

|~抑 | マドド1 11十pili言
O
%、

第
二
次
産
業

一
九
・

三

%
一
日
電
気
ガ
ス
水
道
菜
、
関
H
躍

一

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

一

業
、
漁
日
漁
業
、
林
H
林
業
、
一

産
業
大
分
類
で
は
、

興
業
が
最
一

連
日
建
設
業
、
製
H
製
造
業
、
一

高
で
全
体
の
一
二
・
九
%
、
つ
い
一

鉱
H
鉱

業

一

で
サ
ー
ビ
ス
業
三

了

一
号
、
卸

ミ

ミ

4
ミ
3
3
iミ
?

小
売
業

二

・

八

%
、
そ
の
他

二

川
F
LEE--zliz--Et--24

一
二
一
%
、
公
竺

7

0

%
、
一
一

4
労
働
力
…

建
設
業

一
0

・
七
%
が
お
も
な

E

TE--tizz==zi
l--Ez===
伊

の
と
な
っ
て
い
る
。

一一
大
村
市
の
全
人
口
の
う
ち
、
十

以
上
の
乙
と
か
ら
、
ま
た
、
五
の
一五
才
以
上
は
六
五

・
六
%
す
な
わ

雲

別
就
業
者
数
か
ら
も
わ
か
る
一手
人
の
う
ち
六
・

五
人
い
る
こ

と
お
り
、
大
村
市
は
第
三
次
産
業

一一と
に
な
っ
て
い
る。

つ
い
で
十
五

の
都
市
で
あ
る
と
特
徴
づ
け
ら
れ

一一才
以
上
人
口
内
訳
を
み

て
み
る
と

ょ
う
。

一一働
く
と
と
の
で
き
る
人
口
が
全
体

!
}
s
tミ
t
一の
六
四

・
四
%
、
働
く
乙
と
の
で

ρ

上
凪

H
産
業
別
世
帯
構

一一き
な
い
人
口
が
三
五
・
六
%
で
、

成
H

産
業
分
類
は
つ
ぎ
の
と

一一大
体
十
五
才
以
上
の
も
の
三
人
の

お
り
で
す
。
サ
H
サ
ー
ビ
ス
業

一う
ち
二
人
は
明
働
力
を
有
し
て
い

仰
H
卸
小
売
業
、
そ
H
そ
の
也

一
ィ
一る
乙
と
を
示
し
て
い
る
。

公
H
公
務
、
運
H
調-輸
通
信
業

金
H
金
融
保
険
不
動
産
業
、
電
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小
道
路
上
に
交
通
の
障
害
に
な

一る
よ
う
な
状
態
で
自
動
車
、
自
転

一車
、
そ
の
他
物
を
放
置
し
た
り
、

一道
路
そ
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま

一
し
よ
う
。

-

一

伽

道
路
に
も
の
を
捨
て
た
り
、

七
月
十
日
か
ら
八
月
九
H
ま
で

一路
の
関
係
機
関
と
道
路
の
利
用
者
一

の
一
カ
月
間
「
道
路
を
ま
も
る
連
一
が
一
致
協
力
し
て
、
道
路
を
広
く
一
運
搬
中
に
乙
ほ
さ
な
い
よ
う
に
し

動
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
乙
れ
は
一
美
し
く
使
用
す
る
と
と
も
に
、
道
一
ま
じ
よ
う
。

全
国
的
に
行
な
わ
れ
る
も
め
で
、

一路
愛
護
の
慣
習
そ
高
め、

道
路
の
一

川
道
路
標
識
を
こ
わ
し
た
り
、

道
断
の
正
し
い
使
い
方
そ
強
調
し
一構
造
奪
り
円
滑
な
道
路
交
通
笠
近
く
に
類
似
し
た
も
の
を
作
っ
た

「
広
く
美
し
く
」
す
る
た
め
の
月
一
確
立
し
た
い
も
の
で
す
。
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う。

悶
で
す
。
と
の
運
動
を
通
じ
て
道一

そ

の

た

め

に

(

建

設

課
)

(四j

道
路
を
広
く
美
し
く

(才288号)
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使
い
ま
し
ょ
う-. . . . . -m -ーー

り

市
県
民
税
と
保
険
税
の

よだ

徴
税
令
書
を
郵
送

昭
和
三
十
六
年
度
市
県
民
税
と

保
険
税
の
徴
脱
令
曹
を
郵
送
い
た

し
ま
す
の
で
、
十
五
日
ご
ろ
お
手

も
と
に
届
く
予
定
で
あ
り
ま
す
が

七
月
二
十
日
ま
で
に
届
か
な
か
っ

た
と
き
は
出
彊
附
ま
た
は
税
務
課

政市村大(毎月1日.10日，ro臼発行)

百5LFFぞ税の討算~'I
@税事 イ鉄車巴令書烹吾参照
O 総所得金額 2::> 0.000円‘枚以足技ヨ人の場令

昭和初年7月10日
(昭和33年4月zz日第三種郵便物認可〉

に
そ
の
旨
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

徴
税
令
書
は

必
ず
読
ん
で

く
だ
さ
い

徴
税
令
曹
は
金
額
を
お
知
ら
せ

250.000円- 90.000円も0.000円
(総所符金額)(基膝控除) (課税総所得金額)
IGO.OOO門 x 3 % - 1.000円ー1.b00円 2.30.0門

(課税総カ1得金額)(税事)(不足宇控除)(扶装栂除)(市R税片得，，/験)
2300門x 19メ ヱ 斗30円

(市府得制頭 (嬰R税 率々)(県民税所得事j頼〉
十q..o0門 = ♀'100円 430円+ 100門=530円

(布)片何事l頼 主持|頼(市R税額)(県〉所得蜘頼均紳¥(照榊〉
門庁 内 門司 十 30円2.230円 3:13・0円 .!-4-'" Bo内 800fIf 
(市開頼〕(肝臓員)(槻戻税額J(械附頼)(:州防相)併洲町

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
み
な
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
か
な
り
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
と
と
が
ら
を
書
い

て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
読
ん
で

ど
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
言
。

(

税
務
課
)

道
路
を
守
る
月
間

十
ア
ー
ル
に
、
鹿
糾
則前員
二
十
名

が
総
出
で
問
刷
会
し
ま
し
た
。
品

種
は
農
林

一八
号
止
ゴプ
F

ぃ号
で、

品
種
、
肥
料
、
栽
加
な
ど
の
比
較

試
験
を
す
る
も
の
で、

腕
場
で
水

稲
の
植
え
つ
け
を
し
た
の
は
、
乙

と
し
が
は
じ
め
て
で
す
。

(写
貰
は
農
場
の
田
崎
え
)

防
喰

え
…
一

田
植
え
に
雨
が
ほ
し

色
一
一
か
っ
た
六
月
下
旬
は
干

川
川
口

天
が
っ
つ
き
、
農
家
を

目
制
一

心
配
さ
せ
ま
し
た
が
、

で

…
一
七
月
三
日
以
来
の
雨
で

場
…
…
ほ
っ
と
一
息
っ
き
、
ほ

抱
建
一
一
と
ん
ど
の
農
家
が
田
植

削
引
…一
え
を
し
ま
し
た
。

i
・・

1
1
2
市
で
は
三
日
森
薗
郷

4η
一一
の
市
営
農
場
の
水
田
四

保険税の勢湾~I 弓E

@枚芋(イ〉所得砂1.昆7
(ロ)被保険奇均等争j・320円
¥1ゾ性被害'1平等t'l b 1 0円 「

議浮器 ?詰泥沼 (~O円の基成控除出額~m'~ r CtJ~守
世帯人買包人モ酬明日制英司令1QO円(き↑2..1(;0円)の倣賊諜j

寸 寸 "l'rniI"一 5.q1+0阿

(課材料室品切神階事)~ (~何時)
~9 斗 O 円十台2.01'lX!'i l，q)十 b 10円 8.¥ 50門
(所得写1噸)(泊料'1頗)(平等制頼)(年主主頼〉

C IU月O円 - 21(;0内コ ÷ 守(円)可 10内 6GO円
(号殺害貢〉仮決定敗課税頻)<1R期以降)(1円期初 C8A間以降〉

(お 世帯全{J'"回イ末以外の被保険者子ぞの世帯会買の中lご巴俣の被
保険若設でし1る世帯舎の所得f'l事実の費出方法

ヨ6 官官時のヲS国保帯保険若蚊
課税f'fr得金頻XππX 酬なJ帯賢£ar

凡
又
)

毎
年
カ

ッ
パ
連
で
に

騒

(

ぎ
わ
う
玖
島
崎
海
水
浴

四
回

〉

場
と
松
原
海
水
浴
場
は

ス，J
{

い
J

〉

七
月
十
日
か
ら
八
同
三

品

μ
(
十
一
日
ま
で
開
設
し
ま

口
M
f

す。

l
h
玖
島
崎
海
水
浴
場
は

1
1
J
飛
込
台
、
夜
間
照
明
灯

t
iの
ほ
か
、
乙
と
し
は
無

ト
k
(
料
休
憩
所
ぞ
建
増
し、

場

~

女

子
シ
ャ
ワ
ー
室
二
室

浴

一

監
視
ヤ
グ
ラ
、
子
ど
も

水

五

砂

場
一
カ
所
を
新
し

.
か
}
く
つ
く
り
、

浴
客
の
便

ね
打
{
利
を
は
か
る
と
と
も
に

専
任
の
監
視
人
を
お
き
、
安
全
管

理
に
つ
と
め
る
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。なお
、

公
衆
障
話
も
近
く
取
り

つ
け
る
予
定
で
す
。(商

工
水
産
課
)

リ
A
V
A
T--日一一
t
d
-
一
て
は
り
げ
一一
.
H
J
け一

ri--iリ訪
日付
A
n
d
-
-
訪
日
行錯

-r

;議市?

:会社i
?が会j

i法福i
;人祉i
iに協;

デ所得事l額

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
市

内
の
社
会
福
祉
の
増
進
を
は
か
る

と
と
を
目
的
と
し
て、

去
る
昭
和

三
十

一
年
十
月
二
十
六
日
任
意
団

体
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
が
、
現

下
の
社
会
情
勢
に
鑑
み
更
に
こ
れ

が
公
共
性
を
高
め
る
た
め
社
会
福

祉
事
業
法
に
基
く
社
会
福
祉
法
人

と
す
る
た
め
厚
空
省
に
そ
の
認
可

の
申
請
を
し
て
い
ま
レ
た
が
五
月

十
三
日
付
で
認
可
さ
れ
六
月
十
六

日
登
記
の
手
続
き
も
終
り
ま
し
た

乙
れ
に
よ
っ
て
開
会
も
公
的
に
認

め
ら
れ
、
会
と
し
て
の
地
位
も
高

ま
り
、
い
ろ
い
ろ
の
事
業
を
行
な

う
場
合
免
税
の
措
置
等
も
講
ぜ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
主
と
し
て
低
所
得
者
を
対
象

に
県
の
世
帯
一史
庄
資
金
お
よ

g
m

の
福
祉
資
金
の
貸
付
業
務
を
行
な

っ
て
い
ま
す
か、

一
一周
皆
さ
ん
が

た
の
ご
利
用
を
期
待
し
て
い
ま
す

(大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
)

被
保
険
者
証
の
無
効
お
知
ら
せ

被
保
険
者
証
番
号

氏

名

住

所

無
効
年
月
日
理
由

一
O
一ニ
O
O

田
崎
岩
雄

三
浦
今
村
申
郷
お
・

5
-
U

そ
の
他
一

六
O
四
五
O

申
川
内
貞
勝

原

口
郷

初
・
2
・
m

他
保
加
入
一

注
被
保
険
者
証
を
返
し
て
く
だ
さ
い
。

一
川
勺
ぺ
寸
川

水
稲
の
病
害
虫
防

と

こ

ろ
七
月
第
一
半
旬

(
一一一日

十
五
日
と
す
る
。

①

M
r
up
---
一二

O
O
---
一
一

川
川
ニ
小
除
を
つ
ぎ
の
方
法
で

1
四
日
ご
ろ
)
が
発
ガ
最
時
期

①
七
月
五
J
六
日
以
降
に
岨

打

O
O倍
液

山
一
メ
…

完
全
に
実
抱
い
た
し
と
考
え
ら
れ
、
以
後
R

減
少
す
る
え
た
地
借
は
田
植
後
十
t
十

五

散

し仰
盤
は
七
O
リ
ッ
ト
ル

小
事
一
ま
し
ょ
う
。

見
込
み
で
す
。
し
た
が
っ
て
第

日
と

す

る

。

(

約
四
斗
)
以
上
は
必
要
亡
川

…
…
農
一
〔
二
化
メ
イ
虫
】
一
化
期
の
防
除
は
つ
ぎ
の
と
お

な
お
、
第
二
四
国
の
防
除

公

あ

る

。

…

川
、
〉
ミ

4
L
本
年
の
ニ
化
メ
イ
、
り
で
す
。

行
な
う
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い

⑤
パ
ラ
チ
オ
ン
粉
剤
一

-
K
%

一

虫
の
発
生
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お

⑤
ぃb
μ
-C
粉
剤

三

%-

可
A
1
4
町
aa
可
4
1
4
1
a
a
可
aa
可
aa
可
」
司
aa
可
4
1
4

(

l
l
:

-t

川

7
苓必

1
6
中
川

E
E
E
z
n
H

上
と
す
る

円
で
あ
り
、
お
よ
そ
昨
年
並
で

K
謡

D
雨

雲

曳

防

除

県

警

一一
一キ
U

グ
ラ
ム
以
川

v
t仇
V
E
h
v
a
h
F
E
h
v
a
h
V
Rf
v
E
h
V
E
h
F
E除
V
E
h
v凪
R
F
E
h
，

ー

す
な
わ
ち
六
月
二
十
日
に
発

h

イ

ネ

力

ラ

バ

エ

〕

山

川

…
庄
が
多
く
、
そ
の
後
次
第
に
減

①
六
月
二
十
五
日
ご
ろ
ま
で
て
は
、

今
後
の
発
ガ
状
況
に
よ
岡
地
で
は
カ
ラ
パ
エ
の
知
生
が
…

…
少
し
、
六
月
二
十
九
日
か
ら
再
の
早
植
地
情
で
は
二
回
防
除
と
っ
て
考
え
る
。

(速
報
す
る
)

多
い
。
七
片
十
J
十
五
日
ご
ろ

川

が
出
除
の
適
期
と
考
え
ら
れ
る
川

…
び
よ
昇
し
、
七
H
五
日
最
高
の
し
、
(
一

回
目
は
す
ん
で
い

る

防

除

薬

剤

の
で、

メ
イ
喰
防
除
を
か
ね
て
川

一
誘
殺
数
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
と
思
わ
れ
る
)
第
二
回
目
を
七

①
パ
ラ
チ
オ
ン
乳
剤
・
一

五
O

E
r
h
の一

0
0
0
倍
減
を

川

…
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
か
わ
る
か
月
七
日
l
十
二
日
と
す
る
。

o
t二
0
0
0倍
被

い

七
日

t
十
日
の
刷
隔
で
引
回
散
川

…
は
今
後
の
調
査
に
ま
た
な
け
れ

①
二
十
五
日
以
降
七
月
初
に

②
メ
チ
ル
パ
ラ
チ
オ
ン
乳
剤

:

布
し
ま
す。

…
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
が
‘

現
在
の

植
え
た
地
帯
は
、
七
月
十
日
J

一
一ニ
O
O
I
一七
O
O情
減
、
早
目
の
散
市
が
効
果
が
大
き
い

…

三
三
主
主
主
主
-
E
=
Z丞
==-EEE---
三
-2=EE--=ZZEz--Em---ep--
E
z
---=
一=
==
E
E
-
-
=
=
-
E
E
E
-
Ez--
三
-

一一…@
一
@…@
e
@
一一

生
ワ
ク
チ
ン
申
込
み

も
れ
の
か
た

小
児
マ
ヒ
が
全
国
的
に
異
状

発
生
し
て
お
り
ま
す
か
、

ソ
ー

ク
ワ
ク
チ
ン
(
注
射
)
の
不
足

を
解
消
す
る
た
め
、
緊
急
対
策

と
し
て
「
生
ワ
ク
チ
ン
」
の
使

用
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

住
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
は
七
月
下
旬
に

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
か
ら
、

た
だ
い
ま
生
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

希
望
者
を
、
町
務
連
絡
委
員
を

通
じ
て
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

各
町
内
で
の
申
込
み
は
七
月
十

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
申
込
み
も
れ
の
万
は
、

市
保

険
衛
生
課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

な
お
、
実
施
の
具
体
的
な
こ

と
は
県
か
ら
指
示
が
あ
り
次
第

本
紙
で
お
知
せ
し
ま
す
。

生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与
方
法

①
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
は
、

f¥ 

原
則
と
し
て
法
の
対
象
者
外

(生
後
三
カ
月
l
六
カ
月
お
よ

び
三
才
J
十
才
)
で
す
が
法
の

対
象
者
(
生
後
六
カ
月
J
三
才
)

お
よ
び
ソ
l
ク
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
済
の
か
た
も
希
望
が
あ
れ
ば

行
な
い
ま
す
。

(ソ
1
ク
と
生
リ
ク
お
併
用
す

る
と
効
果
的
で
す
)

②
十
才
以
上

の
か
た
で

も
、
日
ご
ろ
身
体
が
弱
い
か
た

な
ど
希
望
が
あ
れ
ば
接
種
の
可

否
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が

一
応
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
生
後
六
カ
月
1
一
ニ
才
(
法

の
対
象
者
)
で
、

ソ
ー
ク

ワ

ク
チ
ン

(注
射
)
に
よ
る
接
種

を
一
固
ま
た
は
二
回
終
了
し
た

も
の
が
、
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

を
受
け
た
場
合
で
も
、
二
回
目

ま
た
は
三
回
目
の
ソ
ー
ク

ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い

乙
の
生
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
は

ソ
ー
ク
ワ
ク
チ

ン

(
注
射
)

の
供
給
不
足
を
補
う
非
情
対
策

で
あ
り
、

予
防
接
種
法
に
よ
る

ソ
l
ク
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
今

後
も
継
続
し
交
す
。
(保
険
衛
生
課
)

引
揚
者
国
債
を
担
保
に

生
業
資
金
を
貸
付
け

引
揚
者
国
庫
債
券
を
担
保
に

生
業
質
金
の
貸
付
申
込
み
を
つ

ぎ
の
と
お
り
受
付
ま
す
。

ム
貸
付
対
象
引
揚
者
国
庫
債

券
の
交
付
を
曳
け
た
あ
の
、
と

く
に
つ
ぎ
の
か
た
が
優
先
さ
れ

ま
す
。
生
活
困
踊
者
、
高
令
者

ま
た
は
母
子
世
帯
な
ど

ム
申

込

七
月
分
は
七
月
二
十

日
ま
で
で
、
八
月
ρ

以
降
は
毎
月

十
五
日
ま
で
、

米
の
通
帳
お
よ

び
国
躍
債
券
と
回
鑑
を
持
っ
て

申
請
害
義
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(申
請
書
は
福
祉
事
務
所
に
単

備
し
て
お
り
ま
す
)
(福
祉
事
務
所
)

母
子
福
祉
修
学

貸
金
を
貸
付
け

長
崎
県
婦
人
児
童
課
で
は
母

子
福
祉
資
金
修
学
資
金

(
大
学

分
)
を
昭
和
三
十
六
年
度
で
若

平
貸
付
け
る
予
定
で
あ
り
ま
ず

か
ら
、
該
当
者
で
ご
希
望
の
か

た
は
七
月
二
十
日
ま
で
福
祉
事

務
附
へ
申
請
書
を
出
し
て
く
だ

さ
い
。

(
福
祉
事
担
附
)

伊圃・幽拘伺値h・・『

応

-m日
果
樹
大
会

研
究
発
表
や
講
演
な
ど

長
崎
県
果
樹
研
究
連
合
会
で

は
七
月
十
五
、
十
六
日
市
内
県

立
園
芸
高
校
で
長
崎
県
果
樹
農

業
振
興
大
会
を
開
き
ま
す
。

十
五
日
は
午
後
二
時
か
ら
麗

林
省
農
業
綜
ムロ研
究
耐
九
州
支

所
長
太
田
遼
一
郎
氏
の
講
演

(題
未
定
)
が
あ
り
、
十
六
日

は
午
前
中
研
究
発
表
、
立
木

品
評
会
最
高
受
賞
者
体
験
発
表

午
後
は

「
長
崎
県
果
樹
農
業
の

振
興
を
は
か
る
た
め
に
は
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
全
体
討
議
な
ど

が
行
な
わ
れ
ま
す
(
農
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